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第３８５回例会　３月８日（火）AM 7：30～8：32　オークラアクトシティホテル浜松4Ｆ平安の間
■司会：梯 正之　■点鐘：坂井 光蔵　■ロータリーソング；希望のエナジー
■ゲスト：神谷典夫様、セシル・マケ

会長挨拶 幹事報告

2010-11

①国際ロータリー日本事務局よりロータリアンを狙った詐

欺メールに注意する様にとお知らせがとどきました。

②ガバナー月信3月号を配布しました。地区へ出向して

いる八田さんの記事が掲載されています。是非、ご一読

下さい。

③本日、例会終了後8：40～事務局で役員会が開催され

ます。

出席

報告

83名中50名60.24%

前々回修正出席率

地区委員委嘱

クラブ広報委員会・稲野清治；クラ

ブに登録してありますメールアドレ

スを見直したいと思います。本日、

各テーブルにメールアドレス一覧表

を置きましたので、各自見直しをお

願いします。

出席部会・青山素久；第386回例会

は、坂本光司先生の第2回目の講

演会です。開演時間は、18：30～で

す。お時間を間違えない様ご留意

下さい。併せて100％出席例会と

なっております。100%達成にご協

力をお願い致します。

委員会報告

２月にミャンマーへ仕事で行ってきました。私のミャンマー

のイメージは、軍事政権でアウンサン・スーチーさんの軟禁、

永井カメラマン射殺など、出入国が厳しくあまり自由が無い

国という感じを持っていました。タイ・バンコクより飛行機の

定期便があり、入国に１時間で入る事が出来ました。お客

の大半が欧米人でした。車は走っているのですが、大変古

い車が多く、右側通行なのに右ハンドルの車がほとんどで

した。インフラの整備が遅れており、４０年前の日本の様で

貧富の差が大きく、お金持ちは3,000万円～4,000万円のマ

ンションに住んでいます。日本製品の評価は良いのですが、

日本の進出が立ち遅れていて、韓国や中国の進出が目覚

ましい状況です。地下資源も見込まれているので、アメリカ

や他の国も進出し始めています。今は、日本語教育に力を

入れている様で日本語2級の資格を取りに日本に来てビジ

ネスの勉強をするシステムが出来ている様です。ミャンマー

の女性は綺麗な人が多いので又、行きたいと思います。

地区委員委嘱状伝達

原田道子さん：ロータリー財団委員

会/奨学金小委員会（教育的P)

八田峰夫さん：国際奉仕委員会

ジョーさん：青少年交換小委員会

福地三則さん：広報・IT推進委員会

セシルさんにお小遣い
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「生きている【証】を創ろう！旅に出よう！」
フォトジャーナリスト　神谷典夫様
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議事卓話

フォトジャーナリスト・神谷典夫さまの卓話「生きている【証】を創ろう！旅に出よ

う！」10年間に6回ﾄﾞｲﾂを廻られた旅の話等を伺いました。

１．生きている「証」を創ろう

私は２５歳で大学研究室での修学を終えてフリーランスの写真家となり東京・西麻

布に事務所を設立、５０歳で仕事を終えて浜松に帰り、旅を主として製作に励んで

きました。そんな時ある評論家からインドの人生哲学（人の一生を４つに区分けす

る）を知り自分の一生と正にピッタリと感動し以来実施しています。

★１～２５歳 学生期

★２６～５０歳 家住期

★５１～７５歳 林棲期

★７６～∞期 遊行期

２．旅に出よう

５０歳から本格化した旅はキャッツアイ・リポートとしてヨーロッパ・アジアを廻り写真

展を、６０歳から「ドイツ自転車ふたり旅」１０年間に６回（１階約１ヶ月）廻り２００７年

に新風社より本を出版いたしました。

この２２年間の旅から得た情報の集積は写真集・写真展として発表し多くの人達に

影響を与え、これが平成２年 浜松市教育文化奨励賞（個人はあまりなかった）と

評された。フォトジャーナリストとしての視点・嗅覚は旅に出る事で磨かれ強められ

ると思います。こうして１．と２．は連結されました。


